
相模原市の獣医師



相模原市の獣医師内訳

計 ２３名

所属別

生活衛生課 19人

衛生研究所 3人

農政課 1人



相模原市の獣医師年齢別内訳

20代後半 0人

30代前半 7人

30代後半 2人
40代前半 3人

40代後半 8人

50代前半 2人

50代後半 1人



生活衛生課の内訳
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一般的な行政獣医師の仕事

公衆衛生

保健所 食品衛生監視

生活衛生監視

衛生研究所

動物愛護施設

食肉衛生検査所

農林水産 家畜保健所

狂犬病予防業務、
動物愛護業務を
生活衛生業務と
一体化

相模原市



生活衛生課の業務内容
生活衛生課

食品衛生班 生活衛生班

○食品衛生法に関する業務
・食品取扱施設の許認可事務
・食品取扱施設の監視指導
・食品衛生に関する講習会
・縁日祭礼に関する衛生指導
・食品の収去検査
・食品に係る苦情・違反対応
・食中毒の対応

等々…

○生活衛生営業の監視指導
・理容所、美容所
・クリーニング所
・旅館業
・公衆浴場
・興行場
○狂犬病予防・動物愛護
○生活環境指導
・ねずみ、衛生害虫の相談

等々…



食品衛生班の業務内容１

・食品取扱施設の許認可事務

飲食店等食品を取り扱う営業を行う際は、事前に許
可を受ける必要がある。

業態によって受けなければならない許可は異なる。
許可を受けるためには満たすべき施設の基準があ
る。

・食品取扱施設の監視指導

各種食品取扱施設、製造工場等は定期的に監視に行
く。



・食品取扱施設の監視指導
夏季総点検の様子



食品衛生班の業務内容２

・食品衛生に関する講習会

食品等事業者に対し、定期的な衛生講習会を実施して
いる。

市民に対し、衛生講習会を行っている。（老人福祉施設
職員、大学祭の衛生指導等）

・縁日祭礼に関する衛生指導

市内で行われるお祭りに関して、衛生指導を行う。
規模の大きな祭りに関しては、必要に応じて現地調
査を行う。



食品衛生班の業務内容３

・食品の収去検査

いわゆる「抜き取り検査」を実施し、市内製造品及び市
内流通品が、各種基準を満たした食品であるかどうか
の確認を行う。

・食品に係る苦情・違反対応

市民や他自治体から寄せられた食品に関する苦情、
違反について、必要に応じて施設調査及び指導を行
う。



食品衛生班の業務内容４

異物混入

74件

有症苦情

64件

不衛生取扱

い

38件

その他

22件 異味・異臭

9件

腐敗・変敗

6件 かび

2件

添加物

1件

容器包装

0件

平成３０年度苦情届出件数及び内容

合計：２１６件



食品衛生班の業務内容５

・食中毒

食中毒が疑われる事例を探知した場合、速やかに各種
調査を行い、危害拡大防止策に努めます。

食中毒予防キャンペーンを実施し、食品衛生思想の普
及啓発に努めます。



・食中毒
食中毒予防キャンペーンの様子



食中毒の調査について
探知
（病院、市民等）

調査の方針、体制の検
討

調査、検査
（施設調査【従事者便、
ふきとり、参考食品等】
患者調査【便、残品、遡
り、喫食調査票等】流通
調査等）

総合判断（症状と発現状況の
共通性【原因物質、場所等の
推定】統計学的証明【流行曲
線、カイ二乗検定による解
析】汚染経路の推定等）

行政処分、公表（関係部
署、関係自治体への連
絡）

報告（厚生労働省、近隣県等）



発生年月
日

原因施設
摂食
者数

患者
数

死亡
者数

原因食品 病 因 物 質

H30.5.21
魚介類販売
業（魚介類
販売）

1 1 0
5/20に提供された
生食用アジ

アニサキス

H30.11.3
飲食店営業
（一般食
堂）

6 5 0
11/2 及 び 3 に 調
理・提供された食
事

ノロウイルス

H30.12.14
飲食店営業
（一般食
堂）

10 7 0
12/12に調理・提
供された食事

ノロウイルス

Ｈ31.2.25
飲食店営業
（レストラ
ン）

11 8 0
2/23に調理・提供
された食事

ノロウイルス

H31.3.9
飲食店営業
（レストラ
ン）

27 22 0
3/7に調理・提供
された食事

サポウイルス

計5件 - 55 43 0 - -

食中毒発生状況（Ｈ30）



生活衛生班の業務内容１

・生活衛生営業の監視・指導

いわゆる生活衛生営業六法（理容、美容、クリーニ
ング、旅館、公衆浴場、興行場）に係る監視指導。

レジオネラ症予防のための循環式浴槽採水検査。
関係団体への講習会の実施。

・専用水道、小規模水道等の監視・指導等

専用水道、小規模水道、受水槽水道の設置者への監
視指導。

シックハウス症候群の相談



・生活衛生営業の監視指導
公衆浴場監視の様子



・生活衛生営業の監視指導
受水槽確認中の様子



生活衛生班の業務内容２

・ねずみや衛生害虫に係る相談

住居内に発生したねずみや衛生害虫に係る相談。
ハチに関する相談

・狂犬病予防法に基づく鑑札、注射済票の交付等

窓口にて飼い主、動物病院に対する鑑札、注射済票
の交付。集合注射の実施。

放浪犬の捕獲、返還
その他動物苦情の受付



生活衛生班の業務内容３

・動物の愛護に係る普及啓発

動物愛護キャンペーンの実施
負傷動物の収容
猫の譲渡会の実施
動物取扱業や特定動物使用者への監視指導
動物取扱責任者研修実施
しつけ方教室の実施
地域猫活動の支援、推進



生活衛生班の業務内容３

・動物の愛護に係る普及啓発

動物愛護キャンペーンの実施



生活衛生班の業務内容４

合計：２５５８件

狂犬病予防注

射関係, 

1467
飼育公害, 

249

犬・猫不妊去

勢, 246

譲渡, 132

引取り依頼, 

127

飼い方, 126

所有権

放棄, 

113 その他, 57 捕獲依頼, 28
放し飼い, 13

苦情件数（H30)



衛生研究所



衛生研究所の業務

 衛生及び環境保全に係る試験検査

 衛生に係る調査研究

 公衆衛生情報の収集、解析及び提供

 衛生にかかる研修指導



衛生研究所の業務概要

感染症対策

食品衛生対策

ＨＩＶ、結核などの感染症抗体検査
新型インフルエンザなどの検査
集団食中毒発生時の原因究明検査
（0157、ノロウイルスなど）

市内流通販売食品の収去検査
食中毒発生時の原因究明検査
食品苦情検査

感染症情報センター 感染症情報の発信



環境保全対策

放射能関連対策

薬事対策 健康食品中の医薬品成分検査

水質汚濁防止法に基づく排水検査
河川事故発生時の水質検査

給食用食材、学校給食等
清掃施設・し尿処理施設の灰や汚泥
市内産農畜産物検査

衛生研究所の業務概要（つづき）

環境衛生対策
水道水や井戸水の水質検査
公衆浴場の水質検査
衣服等に含まれる有害物質検査



検査室の様子

農薬の抽出精製

抽出精製液の濃縮



液体クロマトグラフ質量分析計



検査室の様子

誘導結合プラズマ質量分析計

工場排水の検査の様子



検査室の様子

微生物検査の様子



放射性物質検査の流れ（ネギ）

①よく水で洗います ②きざみます



③フードプロセッサーで更に細かくします ④マリネリ容器に移します

⑤重さを量ります ⑥ゲルマニウム半導体検出器にセットします



Ｑ＆Ａ

Ｑ．・職場はどこにある？
Ａ-1. ほとんどが ウェルネスさがみはら

（中央区富士見６－１－１）になります。
ＪＲ相模原駅or矢部駅から徒歩約２０分



Ｑ＆Ａ

Ｑ．・職場はどこにある？
Ａ-2. 一部 生活衛生課津久井班

（緑区中野６１３－２）になります。
ＪＲ橋本駅からバスで約３０分



Ｑ＆Ａ

Ｑ．・実際に動物に触れる機会はどのくらい？
Ａ． 動物を長期収容する場所がないため、

他自治体に比べると機会は少ないです。

例）犬の捕獲時、犬猫の一時収容時、
一部苦情等調査時、

衛生研究所や生活衛生課食品衛生班の
所属であればもちろんほぼ動物に
触れることはありません。



Ｑ＆Ａ

Ｑ．・休みの取りやすさは？
・仕事とプライベートの両立は？

Ａ． 時期にもよる（イベント、議会等）ものの、
非常に取りやすい方だと思います！

年代的に小さい子供のいる世代も多く、
産休、育休の制度があるのはもちろん、
職員も理解があります。



Ｑ＆Ａ

Ｑ．・どのような人材（能力）が求められる？
Ａ． ※個人的な感想です。

各々の課によって専門性は異なりますが、
専門的な内容の理解と説明力、
公務員としての法令理解、
正確な事務執行、
市民への対応・・・等 多岐にわたります。

各種研修も充実しており、
先輩もみなさん優しいので、
自身で学ぶ姿勢があれば
なんとかなると思います。



獣医師としてだけでなく、
地方公務員として、一人の人間として
様々なことを勉強していくと思いますが、
助け合える仲間は非常に大事です。

今後相模原市に入庁される方も、
そうでない方も、
この狭い業界でいつどこで会うかわかりません。

今後ともどうぞよろしくお願いします。

終わりに・・・


